        社会科単元指導案                          　　　　指導者  川瀬健一
１．分野・単元    本当に世界は平和で豊かになったのか？
２．単元目標      （１）20世紀初頭の人類の目標は「平和で豊かな」世界をつくることであり、「社会主義」や「アメリカ型資本主義」もこの目標の下に行われたことをつかむ。
　　　　　　　　　（２）20世紀の歴史の流れをつかみ、時代が「冷戦」→「平和共存・高度成長」→「長期不況・問題噴出」と推移したことをつかむ。

　　　　　　　　　（３）豊かな世界が出来たが、そのことで様々な問題が噴出し、20世紀初頭の人類の目標はまだ充分には達成されていないことをつかむ。
３．単元の指導観  
　　19世紀末から20世紀初頭の世界人類の目標は、「平和で豊かな世界」を築くことであった。18世紀における産業革命後の資本主義の高度成長による、先進国の労働者の貧困と、植民地の人々の悲惨な状況、そして植民地争奪の戦争における、兵士・一般国民の区別のない殺戮などの現実は、「豊かで平和で自由で平等な世界」を作ることを、切実なる願いとした。

　　この願いを実現する方向としては1917年に始まる「社会主義」への転換の試みと、アメリカの豊かな資本主義との二つのモデルがあり、第二次世界大戦を通じてアメリカが覇権を握り、戦後の植民地の社会主義への動きは、ソ連とアメリカの共同で押さえこまれ、世界はアメリカを中心とした世界へと転換した。そして先進国の福祉と社会保障の充実によって世界的に需要を拡大し、世界は空前の反映を誇った。1960年ごろから1970年代始めの「高度成長」がそれである。

　　しかし1970年代のはじめには、過剰生産の実態が現れ、経済は減速した。そして高度経済成長による世界的な環境破壊は進み、さらに先進国と旧植民地の経済格差は拡大し（南北問題）た。

　　この矛盾を顕在化させたのは、1974年のオペックによる石油値上げと、1978年のイラン革命であり、過剰生産と南北問題はリンクしながら進み、その中で再び、旧植民地諸国の「社会主義」への動きが始まった。

　　アメリカは世界を再びアメリカ中心の資本主義へと組みかえるべく、旧植民地諸国への膨大な経済援助によって資本主義的発展を促して需要の拡大を図るとともに、「社会主義」へと進む国には、武力で討伐する姿勢を見せたのである。この結果世界的な需要は再び拡大し、世界経済は再び活気を帯び、このことを背景に、南北共同で環境破壊を止める動きも進んだのである。

　　だがこのことは再び、世界の矛盾を深めただけであった。資本主義の成長は、豊かさも自由もない「社会主義」の国・ソ連・東欧の崩壊を生みだし、旧植民地の資本主義的発展は、その国々の伝統社会と文化を破壊し、国々における貧富の差を拡大した。そこに再び世界は過剰生産におちいったことで、世界は再び制御のきかない不安定な時代になったのである。

　　このことを如実に示したのは1991年のイラクによるクエート侵攻であり、2001年９月のテロであり、昨年2001年のアメリカにおけるブッシュ政権の誕生であった。ブッシュはアメリカの国益を再優先とし、アメリカの基準に世界が従うことを要求し、アメリカを中心とする世界資本主義の秩序に反するものは、容赦なく叩き潰しはじめた。97年の温暖化防止世界会議の京都議定書の批准を拒否や、2001年９月11日のテロを口実に、世界の「ならず者国家」を掃討するという姿勢に、それは端的に表されている。そして2001年12月からのイスラエルによるパレスチナ侵攻が混乱した世界を象徴している。

　　世界的な過剰生産と南北問題に表される先進国と旧植民地との貧富の格差などの矛盾の蓄積は、戦後営々と築き上げてきた世界平和と共同の仕組みを無力化し、世界はさまざまな問題の噴出する時代へと入ったのである。

　　この単元では、20世紀が何を人類に問うていたのかをつかみ、２０世紀の流れを通観することで、時代の性格をつかませ、現代社会の諸問題の所在を理解させておきたい。

４．指導計画

	時
	課題
	生徒の活動

	１
	20世紀の課題は？
	１　19世紀末から20世紀初頭は戦争と貧困の時代であったことを復習する。

２　その原因が、資本主義的競争にあったことを復習し、その中で「豊かで平和で自由で平等な世界」が目指されたことをつかむ。

３　この解決策として「社会主義」と「アメリカ型資本主義」とがあったことをつかみ、その実験が始まったことを確認する。

	２
	パクス・アメリカーナ（アメリカの下の平和）
	１　戦争に勝ったアメリカが地主制の解体・戦争責任者の処罰・憲法の改正を行い、日本を改造したことを復習する。

２　第二次世界大戦後、アメリカの主導下で世界平和の組織国際連合が出来、植民地は独立を果たしたことを復習する。

３　この日本や世界の改造は「戦争をなくす」ためであったことをを確認する。

	　　　３


	資本主義か社会主義か？

（東西の冷戦）
	１　1949年の中国革命をきっかけに、朝鮮・ベトナム・東欧でアメリカとソ連は軍事的衝突寸前になったことをつかむ。

２　アメリカとソ連がなぜ対立するのかその原因を考える。

３　旧植民地諸国が社会主義を選び、それが先進国にも広がることをアメリカなどが恐れたのが原因であることをつかむ。その動きの１つにイスラエル建国があったことを補足する。

	４


	平和共存
	１　1955～1960に突然ソ連とアメリカの対立は終わり、別々の道を行きながらも共存する道が選ばれたことをつかむ。

２　なぜ急に共存になったのか推理する。

３　民主主義がなく大国主義的ソ連に対して、東欧をはじめ各地で反ソ連運動が起きたことが背景にあることを補足する。

	５
	高度経済成長
	１　1960年代資本主義国は急速に経済が成長し、この結果、各国の国民生活がきわめて豊かになったことを、具体的に知る。

２　この原因を推理し、背景には「戦争がなくなって公共投資」や「社会福祉」「ローン」にお金がつかえたこと「技術が急速に進んだ」ことをつかむ。

	６
	高度成長の影
	１　高度成長の裏で大規模な自然破壊が進んでいたことを、各地の公害事件を具体例としてつかむ。

２　公害事件の提訴と事件の発生とに約10年の開きがある原因を推理し、公害そのものを裁く法律さえなかった事実をつかむ。

	７


	世界経済の衰えとオイルショック
	１　1973年の石油ショックをきっかけに、アメリカを初めとする資本主義国の経済成長はストップしたことをつかむ。

２　産油国の原油の大幅値上げの原因は何かを考える。

３　原因は植民地支配のせいで工業発展の遅れた産油国が原油値上げで産業を発展させようとしたことをつかむ。

	８
	オイルショック②
	１　原材料の値上げを阻止し、同時に旧植民地の産業発展をはかり、同じく市場の狭隘化を阻止して経済を活性化させる方法は何かを考える（班討論）

２　出された「解決策」の可否を検討する。

３　実際に取られたのは膨大な量の無償援助と多額の貸し付けだったことをつかむ。

	９

	オイルショック③
	１　1973年のオイルショック以後、旧植民地諸国へ産業発展のための大量の援助が流れこんだことで何か問題が起きなかったかを予想する。（班討論）

２　援助は旧植民地の産業を発展させたが、深刻な環境破壊と貧富の差と、深刻な文化破壊が起きた事と結局は旧植民地の経済を破壊し、世界経済もさらに市場の狭隘化を起こしたことをつかむ。

	10
	文明の衝突
	１　オイルショック後の経済の衰えがその後の各国の地域紛争の原因となったことをつかむ。

２　その中で全ての責任がアメリカを中心とした西欧文明にあるとの考え方が、旧植民地の間に広がり、それがアメリカへのテロを産んだことをつかむ。

３　今までの学習をもとに「世界は本当に平和で豊かになったのか」を考え、各自の考えを発表する。

	11
	レポート
	

	12
	まとめ
	


５．評価規準

	関心・意欲・態度
	社会的な思考・判断
	資料活用の技能・表現
	知識・理解

	
	
	
	


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　指導者  川瀬健一

本当に世界は平和で豊かになったのか？（１）

「20世紀の課題は？」
１．本時の目標　　①19世紀末から20世紀はじめの世界は、戦争と貧困が蔓延していたことをつかむ。

　　　　　　　　　②「戦争と貧困」の原因を考え、それが資本主義的競争・植民地取り合いにあったことを確認する。

２．本時の指導観　　

　　20世紀初頭の世界は、戦争と貧困が問題となっていた。先進国は植民地を取り合って激しい戦争を繰り返し、植民地となった地域は過酷な搾取にあえいだ。しかもその先進国の多くの労働者の生活はとても貧しく、この人々の貧困は、深刻な社会問題にもなっていた。

　　この解決策はまず、1917年のロシア革命を頂点とする「社会主義」への世界の改造運動に現れ、同時に、アメリカのような「豊かな資本主義」建設運動として現れた。一方は社会変革で競争を排除することで、他方は競争を通じて権力を一極に集中することで、「豊かで平和な世界」を作ろうとした。

　　本時は、19世紀末から20世紀初頭の歴史を回顧し、そこでの課題が「貧困」と「戦争」の克復であったことと、その解決策として「社会主義」への社会の改造と「アメリカ型資本主義」への社会の改造とが提案されていたことを再確認する。

３．指導過程

	学習過程
	生徒の活動
	教師の指導・支援

	復習

まとめ
	ノートの復習問題をつうじて、20世紀初頭の課題（貧困と戦争）を確認する。

各自の考えをノートに書く

各自の意見を発表する。

各自の考えをノートに書く

各自の意見を発表する。

まとめの問題で今日の学習内容をつかむ
	復習問題を提示

資料集ｐ113「産業革命後の社会」ｐ143「社会問題の発生」ｐ147「第１次世界大戦の規模と被害」参照

※「企業の競争」「植民地獲得競争」が原因であったことを確認する。


４本時の評価

	関心・意欲・態度
	

	思考・判断
	

	資料活用
	


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

本当に世界は平和で豊かになったのか？（２）

「パクス・アメリカーナ」
１．本時の目標　①第２次世界大戦を「ファシズムの敗北」に導いたアメリカは、日本やドイツの民主化や世界協調のシステム化・植民地の独立などを進めた。

　　　　　　　　②このアメリカの動きは、世界をアメリカ型の資本主義に改造して、豊かで平和な世界をつくることを目的としていたことをつかむ。

２．本時の指導観　

　　　第２次世界大戦は「民主主義対ファシズム」の戦争と言われた。この戦いを主導し、ファシズムを敗北に導いたアメリカは、戦後世界の改造に乗り出した。日本やドイツは軍隊を持つことを憲法の上で禁止または制限され、徹底的に民主主義化された。そして国際連合や世界銀行など、国際協調の組織も作られ、「国際協調」がシステム化されていった。またこれに併行して、アジア諸国やアフリカ諸国が次々に植民地から独立したが、それを阻止しようとするイギリスやフランをアメリカが脅しつけて（スエズ動乱など）、植民地の独立を支援した。

　　　このアメリカの動きは、世界をアメリカ型の民主主義に基づく競争の資本主義にかえるためのものであり、国際協調によって世界を平和にすることで、資本主義の平和的発展をはかり、このことで世界を豊かにしていこうとするものであった。

　　　本時はこの第２次世界大戦後の動きを復習することを通じて、アメリカが世界をどう改造しようとしたかを再確認しておきたい。

３．指導過程

	学習過程
	生徒の活動
	教師の指導・支援

	復習（第２次世界大戦）

戦後のアメリカの動き

まとめ
	前の単元の学習を思い出し、第２次世界大戦が植民地の争いであり、ファシズムか民主主義かの争いであったことを確認する。

戦後アメリカは世界を民主主義化していったことを、日本の民主化と国際連合などを例にして確認する。

自分の考えをノートに書く

各自の考えを発表する

まとめ問題で今日の学習の内容をつかむ
	ノートの復習問題を提示

ノートの復習問題を提示

※公民教科書ｐ188「日本国憲法前文」「教育基本法前文」「労働基準法１条」p201「世界人権宣言前文」を提示

※公民教科書ｐ202「国連憲章前文」を提示


４本時の評価

	関心・意欲・態度
	

	思考・判断
	

	資料活用
	


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

本当に世界は平和で豊かになったのか？（３）

「資本主義か社会主義か」
１．本時の目標　①第２次世界大戦後、アメリカとソ連が軍事的衝突寸前にまでいたったことをつかむ。

　　　　　　　　②その背景には、旧植民地諸国が次々と社会主義へと移行し、この動きが広がることをアメリカが恐れたことがあったことをつかむ。

２．本時の指導観　　

　　　第２次世界大戦を通じて植民地独立運動を戦った諸国が次々と独立し、しかもその主導権を各国共産党が握り、各地に「社会主義」国が生まれた。すなわち1945年のベトナム民主共和国や朝鮮民主共和国の成立やユーゴスラビア民主主義連邦の成立。そして46年に始まる中国での国共内戦を勝ちぬいた共産党が、1949年に中華人民共和国を建設した。このため危機観を感じたアメリカを中心とする先進資本主義国は、軍隊をもってこの動きを阻止しようとし、ベトナムにはフランス軍、朝鮮にはアメリカ軍、そしてドイツではアメリカ・イギリス連合軍が介入し、この社会主義化を阻止しようとした。このためこれに対抗したソ連は東欧全域を占領して「社会主義」国を次々とつくり、朝鮮では中国の援助をえた朝鮮民主主義人民共和国の軍隊が南下し、半島全土を占領しようとした。ここにアメリカ・ソ連の軍事的衝突・第三次世界大戦の危険が現実化し、双方で原子爆弾の使用すら検討されたのである。

　　　本時は、戦後の各地での植民地諸国の独立の動きを追い、そこが社会主義になったことをきっかけにソ連とアメリカの軍事的衝突の危機が生まれたことをつかみ、その意味を考えることで、この時期アメリカは旧植民地を資本主義の中に止めようとしていたこと、そしてこの流れの中にイスラエル建国もあったことをつかませたい。

３．指導過程

	学習過程
	生徒の活動
	教師の指導・支援

	前時の復習

戦後の旧植民地独立の動き

まとめ
	ノートにより、アメリカが世界を民主化しようとしたことを確認。

資料で第二次世界大戦後旧植民地諸国が次々と社会主義へと進んだことをつかみ、その結果ソ連とアメリカの軍事的衝突すらありえる状態になったことをつかむ。
自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

まとめ問題で戦後の動きををつかむ
	ノートの復習問題を提示

資料①「植民地諸国の【独立】を提示。

※資本主義と社会主義とが相反する社会のしくみであることを想起させる。

※イスラエル建国もアラブ社会主義をとめる方法だったことを補足する。


４本時の評価

	関心・意欲・態度
	

	思考・判断
	

	資料活用
	


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

本当に世界は平和で豊かになったのか？（４）

「平和共存」
１．本時の目標　①世界各地で激突していたソ連・アメリカは、1955～60年ごろを境に、冷戦から平和共存に入ったことをつかむ。

　　　　　　　　②その背景には民主主義を抑圧し民族主義になっているソ連の体制への反発が広がったという事態の進行があったことをつかむ。

２．本時の指導観　　

　　　1950年にはじまる朝鮮戦争を頂点とする、ソ連とアメリカとの軍事的対立（いわゆる冷戦）は、突如終わりを告げた。その予兆は、1953年に朝鮮での休戦や1954年のインドシナの休戦、1955年の中国主導下での第三勢力の結集などの動きがあり、さらに1956年のハンガリー・ポーランド・チェコでの反ソ暴動となって現れ、1959年には、中ソ対立となった。

　　　この動きの背景には、ソ連という国のあり方がある。ソ連は「社会主義」を掲げてはいたが、その国内の実態は「民主主義を抑圧」したものであり、その外交政策は「大ロシア主義に基づく」もので、「社会主義」をめざした各国の独自性を認めないものであった。したがって各「社会主義」国はソ連に反発して独自の動きを始め、ソ連はそれを押さえるために軍事的侵攻をした。

　　　この「社会主義」圏の分裂を背景として、ソ連とアメリカは激突の戦略をあらため、「平和共存」へと入っていった。

　　　本時は「冷戦」の過程をまなび、それが突如変更になったことをつかませ、その背景を考えさせることを通じて、上のような時代の特色をつかませて行きたい。

　３．指導過程

	学習過程
	生徒の活動
	教師の指導・支援

	復習「冷戦の開始」

冷戦と日本

まとめ
	「社会主義」「資本主義」という未来の世界をめぐる対立であったことを確認。

冷戦の中でアメリカは日本を資本主義国の一員として再軍備をさせたことをつかむ。

ノートに自分の考えを書く

各自の意見を発表する。

教科書を読み、旧植民地諸国の結集や反ソ連運動がつづき、その中でソ連とアメリカの平和共存が起きたことをつかむ。

ノートのまとめ問題でまとめる
	ノート復習問題を提示

教科書ｐ274～75の「国際社会への復帰」を提示する

※ここは自由に発言させていく

教科書ｐ276～77の「新しい動き」を提示する。

教科書ｐ237「スターリン時代」を示し反ソ連運動の背景をつかませる。


４本時の評価

	関心・意欲・態度
	

	思考・判断
	

	資料活用
	


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　指導者  川瀬健一

本当に世界は平和で豊かになったのか？（５）

「高度経済成長と豊かな社会」
１．本時の目標　①　1960年代資本主義国は急速に経済が成長し、この結果、各国の国民生活がきわめて豊かになったことを、具体的に知る。

　　　　　　　②　この背景を推理し、「社会福祉」「ローン」が消費を支えたこと「技術が急速に進んだ」ことをつかむとともに、この裏で大規模な自然破壊が進んでいたことを、各地の公害事件を具体例としてつかむ。。

２．本時の指導観　　

　　　アメリカによる平和の中で、1960年代に資本主義社会（先進諸国）の経済は急成長し、物は豊かに供給されて、諸国民の生活はきわめて豊かになった。この背景は、戦争がない中で、国家がその予算を「福祉」や「産業基盤整備」に集中でき、このために大量生産・大量消費が可能になったことや、これを基礎に急速な技術革新が進んだことがあった。しかし急速な産業の発展は利益のみに目を奪われる風潮を生み、豊かな社会の背後で、大規模な環境破壊が進み、それが人間社会にも、「公害」となって災危を及ぼしていた。

　　　本時は、豊かな社会になった実相を統計資料と生活の実態を参考につかみ、こうなった背景を推理することで、この背景と、その負の側面をつかませたい。

　３．指導過程

	学習過程
	生徒の活動
	教師の指導・支援

	復習：冷戦から平和共存へ

高度経済成長と豊かな社会

　
	ノートの問題にそって戦争が回避されたことを確認

資料を読み、急速に社会が豊かになったことをつかむ。

ノートに自分の考えを書く

各自の意見を発表する

資料を読み、政府が福祉や産業基盤整備に金をつかえたことをつかむ


	ノートの復習問題を提示

教科書ｐ278を提示

資料②「高度成長」と資料集ｐ175を提示

※「戦争がない」ということがどいう良い影響をあたえるかに注意させる

資料③政府の支出を提示



	高度成長の負の側面

　

まとめ
	資料を読み、高度成長は問題も生み出していたことを知る

公害の発生と提訴に10年の開きがあること手がかりに政府の無策をつかむ

まとめ問題で今日の学習の概要をつかむ
	教科書ｐ279を提示

（資料集ｐ175四大公害訴訟・水俣病の告発を提示）


４本時の評価

	関心・意欲・態度
	

	思考・判断
	

	資料活用
	


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　指導者  川瀬健一
本当に世界は平和で豊かになったのか？（６）

世界経済の衰えとオイルショック
1． 本時の目標　①1973年の石油ショックをきっかけに、アメリカを初めとする資本主義国の経済成長はストップしたことをつかむ。

　　　　　　　　　②その原因は南北の経済格差を埋めようとした「資源価格の値上げ」と資本主義諸国の「生産の過剰」にあり、以後消費を増やすために、旧植民地への「経済援助」が増大したことを知る。
２．本時の指導観　

　　　60年代末に入り陰りの見えていた世界経済は、1973年の原油の大幅な値上げを切っ掛けとして急速に収縮し、世界的な不況となった。これは、工業の発展が市場を超えてしまったことによる過剰生産に加え、原油を初めとする原材料を安く買いたたき逆に工業製品を高く売りつけられたことで貧困に落された旧植民地諸国の不満が原油値上げという形で先進資本主義国を直撃したからである。以後、経済の発展を図るため旧植民地諸国への経済援助が活発化した。

　　　本時はオイルショックをきっかけにしておきた世界不況の様子をつかみその原因が過剰生産と原油の値上げにあったことを知り、原油値上げの背景を考える事で、南北問題の所在に気づかせたい。
　３．指導過程
	学習過程
	生徒の活動
	教師の指導・支援

	復習：高度経済成長と公害

オイルショック

南北問題


	戦後各地で工業が発展し公害が起きたことを確認する。

資料に基づき過剰生産に加え原油の値上げをきっかけに世界が不況に陥ったことををつかむ。

自分の考えをノートに書く

各自の考えを発表する。

資料で原油値上げの背景には旧植民地の工業発展の遅れがあったことをつかむ。
	ノートの復習問題を提示

資料④世界経済のおとろえを提示

資料⑤オイルショックの原因を提示

市場の狭さも原因であることを補足

	まとめ
	自分の考えをノートに書く

班で討論し班の解決策を発表する

解決策を検討し評価する

まとめ問題で今日の学習をつかむ
	※実際には旧植民地への援助を増やす方法をとったことを指摘する。




４本時の評価
	関心・意欲・態度
	

	思考・判断
	

	資料活用
	


社会科学習指導案                    　　           　　　　  　　　　 指導者  川瀬健一

本当に世界は平和で豊かになったのか？（７）

「文明の衝突」
１．本時の目標　　①1973年のオイルショック以後、旧植民地諸国へ産業発展のための大量の援助が流れこんだことをつかみ、そのことで何が起きたかを予想する。

　　　　　　　　②援助は旧植民地の産業を発展させたが、深刻な環境破壊と貧富の差と、深刻な文化破壊が起きた事をつかむ。そしてこれがその後の各国の地域紛争の原因となり、統べての責任がアメリカを中心とした西欧文明にあるとの考え方が、アメリカへのテロを産んだことをつかむ。

２．本時の指導観　　

　　　2001年9月11日のアメリカへのテロの背景には、旧植民地諸国・とりわけアラブ世界に民族紛争が多発し、貧富の格差も広まり、伝統文化が破壊された背景には、アメリカを盟主とする西欧文明がアラブに進出してきたとの考えかたがある。いわゆる文明の衝突論。この考え方は一面の真理をついてもいる。1973年のオイルショック以後、旧植民地諸国の産業発展を図ることで狭くなった世界市場を拡大するために、膨大な額の経済援助が流れ、これがこの諸国の様々な問題を引き起こしていたことも事実である。だが主因はアラブをはじめ旧植民地がいまだに一部のものが実権を握っている非民主主義の状態であることにある。

　　　この時間は、膨大な経済援助の結果を予想させ、これがさまざまな問題を産む事に気付かせ、この問題が地域紛争やテロを生んでいることに気付かせて行きたい。

　３．指導過程

	学習過程
	生徒の活動
	教師の指導・支援

	復習：オイルショック

まとめ
	ノートの問いに答えていく中でオイルショック後、世界不況を乗り切るために、旧植民地に膨大な援助が行ったこと、それが産業の発展のためだったことを確認する。

ノートに自分の意見を書く

班で討論し各班の意見を発表する

各班の意見を検討し、この方法がかえって世界を破壊してしまったことをつかむ。

ノートのまとめの問題でまとめる
	ノートの復習問題を提示する

資料⑦を提示

※環境だけではなく、旧植民地内外の貧富の差と世界経済の破壊を生んだことを指摘する。



４本時の評価

	関心・意欲・態度
	

	思考・判断
	

	資料活用
	


社会科学習指導案                    　　           　　　　  　　　　 指導者  川瀬健一

本当に世界は平和で豊かになったのか？（８）

「文明の衝突」②
１．本時の目標　　①1973年のオイルショック以後、旧植民地諸国へ産業発展のための大量の援助が流れこんだことをつかみ、そのことで何が起きたかを予想する。

　　　　　　　　②援助は旧植民地の産業を発展させたが、深刻な環境破壊と貧富の差と、深刻な文化破壊が起きた事をつかむ。そしてこれがその後の各国の地域紛争の原因となり、統べての責任がアメリカを中心とした西欧文明にあるとの考え方が、アメリカへのテロを産んだことをつかむ。

２．本時の指導観　　

　　　2001年9月11日のアメリカへのテロの背景には、旧植民地諸国・とりわけアラブ世界に民族紛争が多発し、貧富の格差も広まり、伝統文化が破壊された背景には、アメリカを盟主とする西欧文明がアラブに進出してきたとの考えかたがある。いわゆる文明の衝突論。この考え方は一面の真理をついてもいる。1973年のオイルショック以後、旧植民地諸国の産業発展を図ることで狭くなった世界市場を拡大するために、膨大な額の経済援助が流れ、これがこの諸国の様々な問題を引き起こしていたことも事実である。だが主因はアラブをはじめ旧植民地がいまだに一部のものが実権を握っている非民主主義の状態であることにある。

　　　この時間は、膨大な経済援助の結果を予想させ、これがさまざまな問題を産む事に気付かせ、この問題が地域紛争やテロを生んでいることに気付かせて行きたい。

　３．指導過程

	学習過程
	生徒の活動
	教師の指導・支援

	復習：世界経済の衰え

環境破壊と地域紛争

まとめ
	ノートの問いに答えていく中で旧植民地に膨大な援助が行ったこと、それがかえって世界経済を破壊し、環境も破壊したことをつかむ。

ノートに自分の意見を書く

各自の意見を発表する。

資料を読み、世界不況は世界紛争を生み出してしまったことをつかむ

ノートに自分の考えを書く

各自の意見を発表する。

ノートのまとめの問題でまとめる
	ノートの復習問題を提示する

教科書ｐ286・288・290を提示

※この中で全てはアメリカを先頭とする西欧文明のせいとする考えが広がりこれがテロを生んでいることを指摘する。


４本時の評価

	関心・意欲・態度
	

	思考・判断
	

	資料活用
	











なぜこのとき、第三次世界大戦が起きなかったのだろう？











旧植民地への膨大な額の援助は何か問題を生まなかっただろうか？














なぜアメリカは「社会主義」が広がることを阻止しようとしたのか？





　　　「貧困」と「戦争」を生みだした原因は何だろう？











産油国はなぜ急に原油の大幅値上げをしたのだろう？











なぜこんなに急に世界は豊かになったのだろう？











世界は平和で豊かになったのだろうか？








アメリカはどんな世界をつくろうとしたのか？





市場の狭さをを解決し原料を値上げさせずにすます方法はあるか？





競争をなくし「貧困と戦争」のない平和で豊かな社会をつくるにはどんな方法が考えられたか？。








世界全体が再び不況に陥ったことで何がおきただろう？











